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オープンキャンパスにようこそ 

7月21日（土）と8月22日（水）、城西国際大学

(JIU)でオープンキャンパスが開催されます。 

夏のオープンキャンパスでは、 

○各学部・学科での学びの説明       

○入試説明                    

○体験授業                    

○学生食堂でランチ体験            

○キャンパスツアー               

○個別相談 

などを行います。 

国際交流学科の体験授業は 

○「JIU式英語のレッスン」 

です。また教員や在学生も大勢参加し、来場

者の皆さんとお話しできることを楽しみにして

います。 

オープンキャンパスは、大学の環境や雰囲

気、教員や学生について直接知ることができ

る良い機会です。皆さんの大切な将来を考え

るため、ネットによる情報収集だけでなく、い

ろいろな大学、学部のオープンキャンパスに

参加し、比較してみることをおすすめします。 

JIUの国際人文学部

は「国際文化学科」

「国際交流学科」の2

学科があり、学部と

しての共通点も学科

としての相違点もあ

ります。オープンキャ

ンパスの「かけもち

参加」で比べてみるのも良いでしょう。 

リピーターも歓迎です。オープンキャンパスは

9月と10月、個別相談は11月と12月にも開催

されますので、質問や相談も遠慮なくどうぞ。

皆さんのおいでをお待ちしています。 

国際交流学科 紹介パワーポイントより 

学
科
説
明
（５
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

在学生も大勢参加（5月） 

教員や在学生と話してみよう

（5月） 
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田中由美子先生 国際交流学科教員紹介 
 

国際交流学科の田中由美子招聘教授は、ジェンダー研究と国際協力が専門で、JICA（国際

協力機構）のシニア・ジェンダー・アドバイザーを務めています。田中先生のインタビュー「【私

の思い】女性や男性、多様な人々が生きやすい社会をつくりたい」が、JICA

ホームページに掲載されています。下記リンク先よりご覧ください。 

 

PC: https://www.jica.go.jp/topics/2018/20180525_01.html 

Mobile: https://www.jica.go.jp/mobile/topics/2018/20180525_01.html ⇒ 

国際交流学科4年の久保麻衣香さんは、3月にベトナムの

ハノイで行われた「21世紀東アジア青少年大交流計画

2017」の柔道交流派遣に参加しました。 

10日間の滞在期間中は現地の子供たちに柔道を教え、 

ベトナムナショナルチームとの練習試合を行いました。ま

た在ベトナム日本国大使館を訪問し、日本とベトナムの歴

史、経済、文化も学びました。 

かつては、ベトナムにおけ

る柔道環境は、経済的な理

由からあまり良くありませ

んでした。畳や柔道着が入

手できず、レスリングマット

のようなものを畳の代わりに敷いたり、体操着で柔道を学

ぶ学生もいました。 

今回のベトナム派遣を通じて、言葉が通じなくても柔道を

通してコミュニケーションをとることができると学びました。

これをきっかけに日本と

他国の異文化交流がさら

に盛んになればと思いま

す。（4年、久保） 

5月～6月、ジョージア州アトランタ市のスペルマンカレッジ

などから15名のアメリカ人学生が来校しました。 

国際交流学科の1、2年生は、会話パートナーとしてランチ

や会話を楽しみました。 

外国人との交流は初めての学生

たちも、徐々に自信がついたようで

す。日本語教員養成課程の学生た

ちは、アメリカからの学生の日本語

学習を手伝いました。日本人学生

は日本語教育の難しさとやりがいを実感し、スペルマンの

学生は、たくさん日本語会話を練習することができたと喜

んでいまし

た。 

日本人学生

は、アメリカ

人学生が受ける日本語授業を

見学し、英語で日本語を教え

る方法やアクティブな学習につ

いて学ぶことができました。 

週末の東京トリップや安房鴨

川トリップに参加した学生もい

ます。スペルマンカレッジの学生たちは、最初は英語しか

話しませんでしたが、最後には日本語だけで会話できるよ

うになりました。彼らが４週間で日本語を上達させた姿を目

の当たりにして、日本

人学生も大いに刺激

を受け、英語を頑張り

たいと思ったようで

す。 

柔道を通じてベトナムで国際交流 

スペルマンカレッジとの国際交流 

大学院（女性学専攻）で授業 
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留学、行ってきました！ 

●リールカソリック大学（フランス） 

4か月間留学しました。フラン

ス語、イギリス文学、アメリカ

文学、イギリス文明、音声学、

ビジネス英語を勉強しまし

た。フランス語以外は英語で

授業を受けました。授業とは

別に、フランス人学生の日本

語クラスのアシスタントを数回やりました。（３年、古川） 

●カモーソン・カレッジ（カナダ） 

8ヶ月間留学しました。クラスメイトは

多国籍で、色々な文化の違いを知

り、毎日が新鮮で充実していました。

英語は４技能を鍛えました。アセスメ

ントテストを受け、自分に合ったレベ

ルで学べました。先生もとてもフレン

ドリーで、誕生日をお祝いしたりしまし

た。自主学習ができるヘルプセンター

もあり、放課後に利用しました。（３年、宮島） 

インターアーバンキャン

パスに8ヶ月間留学しまし

た。長いようで短く、あっ

という間に時間がすぎて

しまいましたが、目標をも

ち集中して勉強でき、自

身の成長を感じました。

文法や発音など基礎的な英語を勉強し、少人数制の対話

形式の授業はとても新鮮で楽しかったです。授業を通して

各国の文化の違いも学びました。（３年、戸田） 

●カリフォルニア大学リバーサイド校（アメリカ） 

留学前にTOEICを220

点伸ばし、英語力を向

上させたつもりでした

が、長期滞在で自分

の英語はまだまだ改

善するべき点がたくさ

んあると感じました。

英語のリーディング、

リスニング、グラマーを集中的に勉強しました。最初は授

業の進行が速く、追いつくのに大変でした。復習を欠かさ

ず行ううちに授業の内容も頭に入るようになりました。友達

やホストファミリーと話していて自分の単語力、文法力の向

上が分かり、学習のモチベーションになりました。（４年、星

澤）  

●セント・メアリーズ大学（カナダ） 

１年間留学しました。語学学校に通って主に英語を勉強し

ました。リスニング、リーディング、ライティング、文法やプ

レゼンテーションの仕

方などを学びました。

語学学校卒業後の２ヶ

月間は大学に通い、

宗教の科目を履修し

ました。大学の学生た

ちと一緒に学ぶのはと

ても刺激的でした。授

業についていけるか心配でしたが、予習と復習によりきち

んと理解でき、とても良い経験になりました。（4年、及川） 

●リムリック大学（アイルランド） 

約4ヶ月間留学しました。

基礎的な英語の授業の

ほかに、エドガー・アラン・

ポーの文学や、アイルラ

ンド音楽について学びま

した。寮生活と旅行サー

クルが楽しかったです。

（3年、大熊） 

●ASEAN Young Women Leadership Program（マレーシ

ア、ベトナム） 

5カ月間マレーシア、6か月間ベトナムへ

留学をしました。マレーシアでは観光学

部で英語のクラスや観光マネジメントの

クラスを受講しました。自分たちで実際

にマラッカ観光ツアーをつくり、主催者と

して運営するなど実践的な授業が多く、

日本ではできない体験ができました。ベ

トナムでは英語学科で、毎日英語のクラ

スを受講しました。英語を学習している現地の友達と一緒

に、お互いに高め合いながら英語を学ぶ日々は、とても刺

激的で楽しかったです。（３年、佐藤） 

●ワルシャワ大学（ポーランド） 

交換留学生として留学中です。大学ではポーランド学部に

所属し、英語とポーランド語のクラスが週に2コマずつと、

ポーランドの歴史や文化を学ぶ留学生向けの授業を履修

しています。留学生はドイツ、フランス、イタリア、スイス、

台湾、中国、韓国などから来ていて、様々な国籍や価値観

を持つクラスメートと共に学んでいます。隣国のウクライ

ナ、ベラルーシ、リトアニアなどからの留学生も多く、寮の

ルームメイトもウクライナ人です。言語の壁に苦しむ毎日で

できないことも沢山ありま

すが、悔しい思いをしたこと

で自分の弱さに気づき、新

しい目標を持つことができ

ます。残りの時間も、少しで

も成長できるよう努力しま

す。（3年、榎戸） 
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国際交流学科の卒業生は、世界のさまざま

な場所で活躍しています。 

●清野さん 

台湾の大学で日本

語講師を務めてい

ます。講義では、日

本語の初級クラス

から上級クラスまで

幅広いレベルを教えています。それ以外に

は、日本の学生との学生交流の企画・運営、

インターンシップや留学に参加したい学生の

履歴書・面接指導などを行っています。 

 

●林さん 

マレーシアの大学で日本語教師

をしています。毎学期の学生数

は異なりますが、１クラスおよそ

20～30人ほどの学生たちに、ひ

らがなや挨拶などの初級レベル

から、日本語を教えています。海外で日本語

教師として働けることにやりがいを感じると共

に、感謝しています。 

 

●岩渕さん 

中国遼寧省大連市

にある学院で日本語

教員をしています。

1、2年生の会話の授

業と3年生の作文の

授業を担当しています。大連は一年を通して

風が強いためか、よく青空が見えます。日系

企業が集まっている地域柄、街中で日本人を

見掛けることも多いです。住みやすい街だと

思います。 

 

●山本さん 

社団法人の派遣

職員として、在ス

ロヴェニア日本国

大使館に勤務して

います。メインの

仕事は、館内事務

や、ホテルの予約、配車、来訪者の空港送

迎、市内視察などです。小さな大使館というこ

ともあり、他にも様々な仕事をしています。新

聞などからスロヴェニアに関する情報を集め

る仕事では、会議にも参加し、調査結果を報

告します。街に出て取材をすることもありま

す。 

 

●塩田さん 

航空会社客室乗務員として、欧米、

アジアの国際線をメインに、ニュー

ヨーク、ボストン、サンフランシスコ、

パリ、アジア便等に乗務していま

す。リードキャビンアテンダントとし

て、ファースト・ビジネス・エコノミー

各クラスの責任者としてサービスを

しています。 

 

国際交流学科 

WebサイトURL: 

https://www.jiu.ac.jp/kouryuu/ 

城西国際大学 
国際人文学部 

国際交流学科 

〒283-8555 

千葉県東金市求名１番地 

 

TEL: 

0475-55-8800（代） 

 

FAX: 

0475-55-8811 

 

国際交流学科２つのコース どちらで学ぶ？ 
 

国際交流学科では、3年生から「国際コミュニケーションコース」「国際関係・国際交流コース」の2

コースに分かれ、より専門的な分野を学びます。将来どのような分野に進みたいか、考えながら

キャリアデザインをしていきましょう。 

世界で活躍する卒業生たち 


